
2024年

9月15日（日）14時開演 ［13：15開場］
トーサイクラシックホール岩手
大ホール（岩手県民会館）
● お問合せ ： 日本舞踊協会 03-3533-6455（平日10：00～17：00）
● 制作協力 ： 株式会社 東京コンサーツ
● 入場料［税込・全自由席］ ： 一般 6,000円
● 前売開始 ： 6月14日（金）午前10時～
● お申し込み ： チケットぴあ インターネット予約［Pコード：526-783］
   ※セブン‐イレブン店内設置のマルチコピー機からもご購入いただけます
   川徳プレイガイド（川徳百貨店1F／10：00～19：00）
   フェザンプレイガイド（フェザン本館2F／10：00～20：00）
当日窓口にて販売！（※詳細は日本舞踊キャラバンHPをご参照ください）
● U25（25歳以下） 3,000円　● 高校生以下 1,000円
※ U25・高校生以下の入場券は公演当日・会場の窓口のみの販売となります（要証明書提示）
※ 障害者割引：公演窓口にて1,000円キャッシュバック（要証明書提示）
※ 団体割引（高校生以下10名様以上・一般30名様以上）の詳細は、
 日本舞踊協会（03-3533-6455）までお問い合わせください。

後援 ： 岩手県／岩手県教育委員会／盛岡市／盛岡市教育委員会
  公益財団法人 岩手県文化振興事業団
  一般社団法人 岩手県芸術文化協会／盛岡芸術協会
  岩手日報社／岩手日日新聞社／NHK盛岡放送局
  IBC岩手放送／テレビ岩手／めんこいテレビ
  岩手朝日テレビ／エフエム岩手

主催

〒020-0023 岩手県盛岡市内丸13-1
TEL. 019-624-1171

岩手
公演

文化庁文化芸術振興費補助金（舞台芸術等総合支援事業（全国キャラバン））
独立行政法人日本芸術文化振興会助成：  《岩手県支部出演演目》

長唄 君が代松竹梅
  ［振付：若柳壽延］

   水木優紅、水木妙歌
   水木 楓、若柳ゆり恵
   水木愛歌、藤間亜祁之

清元 子守・玉屋と蝶々売り
   「子守」
   花柳絵美舞也

   「玉屋と蝶々売り」
   玉屋 若柳吉蔵
   蝶 売々り 尾上 紫

 《岩手県支部出演演目》

清元 道中双六
   若柳力代
   若柳衣江

長唄 連獅子
   親獅子 坂東巳之助
   仔獅子 西川箕乃三郎
   胡蝶 花柳時寿京
    西川沙生
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    司会 桂 吉坊

【主な演奏者】

● 長唄
唄 杵屋勝四郎
三味線 杵屋栄八郎
● 清元
浄瑠璃 清元清栄太夫
三味線 清元志寿造
● 囃子
堅田新十郎
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オンラインチケット購入
日本舞踊キャラバン
公式ホームページ

◉演目解説　阿部さとみ［舞踊評論家］
※公演では、各演目の解説や見どころを 司会・桂吉坊（落語家）がご案内いたします。

岩手
公演

日本舞踊キャラバン岩手公演へようこそ。
本公演は全国4か所で開催。
日本の美と粋がつまった伝統芸能「日本舞踊」の魅力を
存分にご堪能いただく企画です。

この公演ならでは ！
日本舞踊キャラバン公演の特色
★ 初めてご覧になる方から愛好家の方、お子様からご年配の方まで、
 どなたでもお楽しみいただける公演です。

地元・岩手県支部会員をはじめ、第一線で活躍中の日本舞踊
家が出演し、全曲、一流の邦楽演奏家による生演奏で上演。
各演目の見どころ解説もございます。
しなやかに躍動する舞踊家の美しい所作、踊りを彩る邦楽の
繊細な音色、舞台を盛り上げる衣裳・かつら・化粧・大道具・
小道具・照明・音響。
演者・スタッフ・制作陣が渾身の舞台をお届けします。
皆さまのご来場を心よりお待ち申し上げております。

水木優紅
みずき ゆうこう

水木妙歌
みずき たえか

水木 楓
みずき かえで

若柳ゆり恵
わかやぎ ゆりえ

水木愛歌
みずき あいか

藤間亜祁之
ふじま あきの

花柳絵美舞也
はなやぎ えみまいなり

若柳吉蔵
わかやぎ きちぞう

尾上 紫
おのえ ゆかり

若柳力代
わかやぎ りきよ

若柳衣江
わかやぎ きぬえ

坂東巳之助
ばんどう みのすけ

西川箕乃三郎
にしかわ みのさぶろう

花柳時寿京
はなやぎ ときじゅきょう

西川沙生
にしかわ さい

［司会］桂 吉坊
           かつら きちぼう

長唄「君が代松竹梅」●松、竹、梅のめでたさを綴った作品です。荘重な趣から
松に因んだ行事や羽衣伝説の羯鼓の振り、続いて、雪にも負けない竹に恋の道を
重ね、のちに梅の花にたとえた女心などを描いていきます。

清元「子守・玉屋と蝶々売り」●「子守」越後から出てきて子守奉公する少女の姿
を描いています。お使いの途中、泣き出した赤ん坊をあやしながら、ふだん聴き
覚えた恋の唄や越後座頭など故郷の風物を思い出して一踊り。まだ恋を知らな
い田舎出の少女のあどけなさが愛らしい舞踊です。 ●「玉屋と蝶々売り」玉屋とは
しゃぼん玉屋のこと。子どもを集めては、しゃぼん玉を吹いて見せる様から、玉
尽くしのおどけた振り。そこへ玩具の蝶々を扱う蝶々売りが絡み、やがて遊女と
男の痴話げんかを描出。終盤は当時流行したおどけ節で軽快に踊ります。

清元「道中双六」●吉原の客と遊女の粋なやりとりに、東海道五十三次の宿の名
を詠みこんだ作品です。次々にコマを進めていく趣を双六に例えています。まずは
正月の廓でサイコロを振って日本橋からスタート。品川、川崎、神奈川…と京都
に上っていきます。

長唄「連獅子」●獅子の父子の情愛と勇ましさを描いた歌舞伎舞踊屈指の名作で
す。前半は狂言師が獅子の子落し伝説 ─ 我が子を谷底へ落し、這い上がってき
た強い子だけを育てる ─ を描写し、後半は獅子の父子が毛振りをするなど勇壮
な姿を見せます。前場と後場の間に胡蝶の精の愛らしい踊りもあります。

君が代松竹梅

子守
玉屋と蝶々売り

道中双六
連獅子
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珠玉の芸に触れる

心揺さぶる総合芸術

楽しく鑑賞！
見どころをご案内

気軽に鑑賞！
こども・U25割引

主催：公益社団法人日本舞踊協会とは
日本舞踊協会は国の重要無形文化財に指定されている伝統芸能「日本舞踊」を通じて豊かな社会づくりに取り組む団体です。
1955年に設立され、108流派約3,500名の日本舞踊家が所属。岩手県支部（支部長：若柳吉聖）には約60名の日本舞踊家が
所属し、日本舞踊の魅力を伝えるためにさまざまな活動を行っています。
★ 今回の日本舞踊キャラバン公演は、2024年9月から12月までの期間、岩手・新潟・青森・福岡で順次開催！
 各地で日本舞踊協会ならではの珠玉の舞台をお届けいたします。

［公演担当理事］
吾妻徳穗／井上八千代／西川箕乃助
尾上菊之丞／山村友五郎／若柳壽延
［公演担当委員］
吾妻君彌／花柳絵美舞也／坂東映司
藤蔭里燕／若柳杏子
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